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旧長崎県師範学校関係美術科教育用図書調査報告

針貝 綾

ARepotonBooksforArtEducationincludingbooksoftheNagasaki

PrefecturalNormalSchoolCollection

AyaHARIKAI

Summary:

Icheckedthe50booksforarteducationinapartofcollectionofNagasaki

PrefecturalNormalSchool,thepredecessorofpresentFacultyofEducationof

NagasakiUniversity. Asaresultofmysurvey,followingwasmadeclear.The

partconsistsofbookscollectedbetween1897and1944. Andthecollectionincludes

authorizedtextbookandnationaltextbookfわrpupils,studentandteachersandalso

includesthematerialsforclasses. Thesebooksmightbehelpfulforexaminingthe

historyofarteducationinJapan.

はじめに

今回,旧長崎県師範学校関係資料公開に先駆けて,旧長崎県師範学校関係資料として別

置されていた未整理の蔵書中の美術科教育用図書50冊の調査を行った｡以下,図書を教

科書,授業資料,指導書,一般美術書に分け,原則として年代順に列挙する｡

1. 教科書

1.1.尋常小学校 ･高等小学校用

･近藤貞義 『毛筆画帖 第一巻』淡

海堂 明治29年 17.2×24.1cm

12頁 (注1)

アーネスト･フェノロサや岡倉天

心らが提唱した毛筆画教育は,日本

の美術教育における西洋化に対抗し

て明治後期に普及した｡近藤貞義

『毛筆画帖』-頁目には対象学年,

作画の際に使用すべき筆,描き方に

ついて次のように説明されている｡

明治5年 (1872)～昭和 15年 (1940)
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｢本画帖ハ小学尋常科第三年級ヨリ高等科第四年級迄毎級二冊ツツ用ユルノ目的二テ編成

セリ

本画帖ヲ練習スルニ用ヰル筆ハ其太サ直径三分位ニシテ鹿毛ノ水筆ヲ適当トス

執筆ハ食指一本ヲ懸必ス筆ヲ直立セシメ而粗大ナル物ヲ措ク時ハ腕ニシテ運筆シ細小ナル

者ハ腕ヲ机上二置キテ画クベシ

描法ハ直線曲線共横及斜ノ向二在ル者ハ左ヨリ始テ右二終り縦二在ル者ハ上ヨリ始メテ下

二終ル者 トス諸物皆吹順序二従ヒ臨画 (注2)シ些細ノ部分□臨本 (注3)下達ハザル様

努ムベシ又一旦筆ヲ下シタル上ハ誤ヲ生スルモ是ヲ直ス可カラス依テ直二画キ難キ者ハ先

焼筆ニテ下田ヲ作り其形状ハ臨本ヨリ少ク大二画クベシ而ノー題ヲ臨画シタル毎二其画法

ヲ応用シテ夫 卜類似ノ実物ヲ実写スル者 トス

都ニテ物ヲ画二□其横リタル者ハ左ヨリ始メテ右二終り直立シタル者ハ上ヨリ始テ終り重

複シタル者ハ前ヨリ始テ後二終り而ノ主ヨリ副二及ヒ大ヨリ細二及ヘシ

菜呆ハ其主 トスル物ヨリ始メ夫二附属シタル枝葉ノ類ハ後二画ク者 トス

花井ハ先其花ヨリ画キ次二枝葉ヲ画クベシ動物ハ都テ頭部ヨリ画キ夫ヨリ首ヲ経テ背二移

り次二腹及ヒ足又ハ尾二至テ終ルベシ而シテ其魚類二於テハ頭ヨリ始メテ背二移り次二口

目次二組鰭ヨリ腹尾二至ルヘシ其鳥類二於テハ畷ヨリ始メ次二目次二頭ヨリ首ヲ経テ背二

移り翼及尾ヲ画キ腹ヨリ足二及ヘシ其獣類二於テハ耳又ハ額ヨリ始メロ咽喉二移り次二目

次二頭ヨリ首ヲ経テ背二移り腹足ヨリ尾二至テ終ルベシ人物ハ顔ヨリ始メ其顔二於テハ第

一二目次二鼻次二口次二耳夫ヨリ首襟二移り次二袖及ヒ手次二帯ヨリ裾二至り足ニテ終ワ

ルベシ

景色ハ前景或ハ其主 トスル者ヨリ始メテ遠景二及ブベシ｣

こうした毛筆画の教科書は明治21年から明治45年頃まで出版され,尋常小学校,高等

小学校,師範学校等における図画教育に用いられた｡

･近藤貞義 『毛筆画帖 第二巻』淡海堂 明治29年 17.2×24.1cm

･近藤貞義 『毛筆画帖 第三巻』淡海堂 明治29年 17.2×24.1cm

･近藤貞義 『毛筆画帖 第五巻』淡海堂 明治29年 17.2×24.1cm
･近藤貞義 『毛筆画帖 第六巻』淡海堂 明治29年 17.2×24.1cm

第四巻は欠落している｡ 以上すべて和紙｡

･荒木寛畝 『小学 毛筆画手本 高

等科一年級 別号上編』金港堂書籍

明治29年 16.9×24.5cm 12頁

(注4)
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･荒木寛畝 『小学 毛筆画手本 高等科一年級 別号下編』金港堂書籍 明治29年 16.9

×24.5cm 12頁

･荒木寛畝 『小学 毛筆画手本 高等科二年級 上編』金港堂書籍

24.5cm 12頁

･荒木寛畝 『小学 毛筆画手本 高等科二年級 下編』金港堂書籍

24.5cm 12頁

･荒木寛畝 『小学 毛筆画手本 高等科三年級 上編』金港堂書籍

24.5cm 12頁 (ページ欠落あり)

･荒木寛畝 『小学 毛筆画手本 高等科三年級 下編』金港堂書籍

24.5cm 12頁

･荒木寛畝 『小学 毛筆画手本 高等科四年級 上編』金港堂書籍

24.5cm 12頁

･荒木寛畝 『小学 毛筆画手本 高等科四年級 下編』金港堂書籍

24.5cm 12頁

明治29年 16.9×

明治29年 16.9×

明治29年 16.9×

明治29年 16.9×

明治29年 16.9×

明治29年 16.9×

以上すべて和紙｡『小学 毛筆画手本 高等科四年級 上編』は灰色の一色摺 り｡『小学
毛筆画手本 高等科四年級 下編』のみ多色摺り｡ 表紙には長崎県東彼杵郡大村高等小学

校の印あり｡

･佐藤愛橘,神戸直吉 『新編毛筆画手本 高等科児童用 巻二』光風館書店 明治33年
17.9×24.8cm 12頁 和紙 (注4a)

･文部省 『尋常小学 新走画帖 第五学年 男生用』東京書籍 明治43年 15.0×
22.1cm 24頁 カラー

･文部省 『高等小学 新定画帖 第三学年 男女生共用』日本書籍 大正元年 14.8×

22,1cm 15頁 カラー

『新定画帖』は鉛筆画,毛筆画併用型教科書｡それまでの教科書のように臨本として使

用することを目的とせず,写生画や図案の作品は制作の際の参考として掲載されている｡

さらに,色彩や作図法の説明が加わり,今日の図画工作の教科書に近づいている｡
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･文部省 『高等小学 毛筆画帖 第一学年 男女生共用』日本書籍 大正元年 14.9×

22.1cm 15頁 カラー

･初等図書研究会 『改訂 新撰 小学図画 二』三省堂 昭和6年 23.5×16.5mm 16

質 (ページの欠落あり)カラー

『改訂 新撰 小学図画 二』は小学2年生の図画の教科書である｡ その緒言において,

初等図画研究会長岡田三郎助 (注5)は次のように述べている｡

｢本書は文部省令に準拠し,且つ新時代の図画教育の要求を十分に省察して編纂したもの

で,児童の芸術的芽生を育成し,美術思想の滴養,情操陶冶の養成,鑑賞能力の開発等に

就いては編纂上探重な考慮を払ひ,此の方面の材料を豊富に採択し,更に用器画方面をも

加味して,児童知能の精確且つ芸術的発育を,円満ならしめることに用意を怠らなかっ

た｡幸いにして本書が我が若き国民の美的教養を昂め将来我国の美術工聾発展の基礎の一

石ともなる秋あらば編者として本懐の至である｡｣

運動場を措く際,陰影の付け方に注意を促す中川紀元の言葉が添えられているのが珍し

い｡この教科書には参考図版として生徒の作品の他,先生の作品が多数掲載されている
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が,｢満艦飾｣,｢飛行機｣｢飛行船｣｢軍艦｣｢航空母艦｣などのモチーフは,この教科書が
大戟問 (1931年)に発行されたことを物語っている｡

･文部省 『尋常 小学図画 第二学年 児童用』東京書籍 昭和7年 15.0×21.1cm 26頁

･文部省 『尋常 小学図画 第五学年 男児用』東京書籍 昭和9年 14.9×21.1cm 27頁

･文部省 『尋常 小学図画 第五学年 女児用』東京書籍 昭和11年 15.0×21.4cm 21頁

･文部省 『尋常 小学図画 第六学年 男児用』東京書籍 昭和9年 15.0×21.2cm 17頁

1.2.国民学校用 昭和 16年 (1941)～昭和21年 (1946)

･文部省 『ェノホン 二』大阪書籍 昭和 16年 15.1×21.0cm 38頁 (ページ欠落あり)

表紙に新興善国民学校の印,｢削除修正済｣の文字｡また,日次ページ3,14,23,24,
25番に検閲の跡あり｡

･文部省 『初等科図画

･文部省 『初等科図画

･文部省 『初等科図画

･文部省 『初等科図画

･文部省 『高等科図画一

･文部省 『高等科図画-

二 男子用』大阪書籍 昭和17年 15.1×21.0cm48頁

二 女子用』大阪書籍 昭和17年 14.9×21.0cm 32頁
三 男子用』大阪書籍 昭和 17年 15.0×21.0cm48頁

三 女子用』東京書籍 昭和18年 14.9×21.0cm

第一学年 男子用』大阪書籍 昭和19年 15.1×21.0cm 46頁

第一学年 女子用』大阪書籍 昭和19年 14.9×21.0cm 56頁

1.3.師範学校用

･文部省 『師範図画 本科用 巻-』師範学校教科書 昭和18年 25.5×18.2cm 158頁

･岡山秀吉,安部七五三吉,伊藤信一郎共著 『新手工教科書 上巻』培風館 昭和3年

(注6)22.0×15.0cm 320頁

『新手工教科書 上巻』の序には次のようにある｡
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｢現代の教育思想は,頗る多種多様であるが,この間に於て,最も注目すべき一事は,そ

の何れもが行動学習を重んじ,惰って手工教育を以て,その実際方法の重要手段とするこ

とである｡ 今回我が政府が小学校令の一部改正に於て,手工科を高等小学校の必修科とせ

られたるが如きも,蓋しこの大勢に順癒せる,我が国教育進歩の現はれに外ならないと思

ふ｡この時期に際し,この種教育の発展を図るの途は種々あれども,就中徹底的の方法

は,師範学校の手工科を改善し,この教育に対して,識見と技量と趣味とを併有する,多

数の良教員を養成するに在る｡ 而して師範教育に用ふべき適当なる手工教科書の発刊は,

この目的を達するに於いて,頗る有意義のことたるを信ずる｡ これ予等が微力を集めて,

ここに本書を著作するに至った所以である｡｣

つまり,この教科書は小学校令の一部改正により手工科が高等小学校の必修科とされた

のに伴って,師範学校の手工科のための新しい教科書として作られたものである｡ 具体的

には,｢本書二巻は,師範学校本科第一部の教科用に充つるを以て目的とし,上巻を以て

その第一 ･二学年と第三学年の一部用,下巻を以て,その第三学年の一部分と第四 ･五学

年用とした｡｣また,｢本書は,師範学校本科第一部の教科用に充つるを以て旨としたれ

ど,その他,師範学校本科第二部 ･高等小学校の手工科及び工業科 ･工業補習学校等の参

考用として,適するものなることを信ずる｡｣とある｡ 師範学校本科第一部 ･第二部及び

工業科の学習にも応用できる教科書であると述べられている通り,この教科書は充実した

内容を誇る｡ 尚,手工は小学校 ･中等学校の旧教科の一つ｡現在の小学校の図画工作,中

学校の技術家庭科の前身である｡

･岡山秀吉,安部七五三吉,伊藤信一郎共著 『新手工教科書 下巻』培風館 昭和3年

22.0×15.0cm 356頁

2.授業資料

･国民新聞社 『大礼記念 献上 全国児童模範作品集 図画 尋常科第三 ･四学年』三省

堂 昭和4年 24.4×17.5cm 29頁
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･和田三造編

･和田三造編

･和田三造編

･和田三造編

･和田三造編

･和田三造編

『配色総鑑-』博美社

『配色総鑑二』博美社

『配色総鑑三』博美社

『配色総鑑四』博美社

『配色総鑑五』博美社

『配色総鑑六』博美社

昭和8年

昭和8年

昭和8年

昭和9年

昭和9年

昭和9年

19.6×13.3cm (注7)

19.6×13.3cm

19.6×13.3cm

19.6×13.3cm

19.6×13.3cm

19.6×13.3cm

91

･和田三造編 『配色総鑑 概説と其活用』博美社 昭和9年 18.8×13.0cm

31指導書

･荒木寛畝 『小学 毛筆画手本 高等科教授法』金港堂書籍 明治29年 17.6×24.7cm

24頁 (ページ欠落あり) 多色摺 り

表紙右上に×で消された長崎県東彼杵大村高等小学校印,左上に長崎県東彼杵郡大村尋

常高等小学校の印あり｡

･上地逸太郎 『新走画帖 教授鷹用画集 附画き方 尋常小学第四学年』東京六合館 明
治44年 ? 12.9×19.2cm 35頁

中表紙に長崎県女子師範学校附属小学校の印あり｡

『新定画帖 教授応用画集 尋常小学第四学年』の凡例には本書の使用方法が次のよう
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に説明されている｡

｢三.本書載する処の磨用画は児童各自をして之を臨写 (注8)せしむるの主意にあらず

唯教授者が研究の資料に充て且塗板面を利用し興味あり活気ある教授の材料を給せんが為

めに編纂したるものなり,｣
｢六.本画集は悉く毛筆を以って線描せLが故に固定毛筆画帖教授の上に参考とするも其

の得る処亦大なるを信ず,｣
本書は教員が使用する毛筆画教材であると書かれている｡

･文部省 『尋常 小学図画 第一学年 教師用』大阪書籍 昭和8年 ? 14.8×21.1cm

96頁 (ページ欠落あり,奥付も欠落)

文部省 『尋常 小学図画 第一学年 教師用』の編集趣旨には非常に明快に教育の目的
や教材について説明があるので以下引用したい｡

｢総説

1.尋常小学図画は,児童の観察 ･表現 ･鑑賞等の能力を育成し,以て生活の拡充を図る

を旨とする｡

2.尋常小学図画は,現代に適切な美的陶冶をなし,且国民性の滴養に資するため,最も

教材の選択に留意し,又描写の様式の如きも和洋の別に拘泥することなく,児童の性

能を自由に伸ばすことに力めた｡

3.各学年の教授週数を四十とし,毎週所定の時数に癒じて教材を配当した｡

4.尋常小学図画は,これを教師用と児童用に分けた｡教師用は各学年一冊づつ,合計六

冊とし,児童用は第一学年から第四学年まで各学年一冊づつ,第五学年及び第六学年

は更に男児用女児用に分ち,それぞれ一冊づつ,合計八冊とした｡

5.教師用は,各学年に於ける指導の要領並びに全教材の取扱方を説明し,且力めて多く

参考の図書を掲げた｡

6.児童用は,図画科の指導上特に必要なもののみを掲げたものであるから,教師用の活

用によって,初めて其の機能を完うすべきものである｡
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教材

1.教材は,児童の趣味と理解とを考-,美的要素に富み,且実際生活に関係の深いもの

を,出来るだけ広い範囲から選んだ｡

2.教材の種類を次の如く分けた｡

教材の種類

表現教材

鑑賞教材

説話教材 (注9)

自在画 (注10)

用器画 (注11)

図案

思想画 (注12)

写生画

臨画

3.児童の発達の程度に雁じ,第一 ･二学年に於いては思想画に重きを置き,これに写

生画と図案とを加-,漸次学年の進むに随って,思想画を減じ,写生画と図案とを増

し,且臨画と用器画とを加-た｡鑑賞と説話とは,表現と関連して各学年を通じこれ

を課することとしたが,特に重要な事項に就いては,別に課を設けた｡

4.教材は力めて各地方に共通なものを採り,実施の容易を期したが,土地の状況によっ

ては,適宜これを変更しても妨げない｡但し其の場合には,教師用に示した該課の目

的に副ふものたるべきである｡ 又季節に関係ある教材で,地方により変更の必要ある

時は,適宜これを繰替-てよい｡｣

･文部省 『尋常 小学図画 第四学年 教師用』

･文部省 『エノホン ー 教師用』大阪書籍

･文部省 『エノホン 三 教師用』大阪書籍

長崎県長崎市磨屋国民学校の印あり｡

･文部省 『初等科図画- 教師用』大阪書籍

･文部省 『初等科図画二 教師用』大阪書籍

･文部省 『初等科図画四 教師用』大阪書籍

大阪書籍 昭和8年 15.0×12.1cm 90頁

昭和16年 ? 29.5×20.9cm 85頁

昭和16年 29.5×20.9cm 85頁

昭和17年 14.8×21.0cm 112頁

昭和17年 14.8×21.0cm 135頁

昭和18年 14.6×21.0cm 174頁

4.一般美術図書

･大島支郎 『田能村竹田 全』大正元年 26.0×16.0cm 全7巻-･第一巻78頁,第2巻

82頁,第3巻90頁,第4巻84頁,第5巻78頁,第6巻56頁,第7巻82頁

結論

今回調査を行った旧長崎師範学校関係資料中の美術科教育用図書には,明治29(1896)午

から昭和19(1944)年までの尋常小学校,高等小学校の毛筆画の教科書,国民学校の図画

の教科書,師範学校の図画の教科書,授業資料として全国児童模範作品集や色見本が含ま

れていることが判った｡ただし,これらの図書には長崎大学教育学部の前身,長崎県尋常

師範学校 (明治19年6月～明治31年3月),長崎県師範学校 (明治31年4月～昭和18

年3月),長崎県女子師範学校 (明治41年～昭和18年4月),官立長崎師範学校 (昭和

18年4月～昭和24年4月)の印はなく,長崎県東彼杵郡大村高等小学校や長崎県女子師

範学校附属小学校,新興善国民学校の蔵書印が押されていたり,生徒や教員,校長のもの

と思われる名前が書き込まれているものも多かった｡恐らく明治29年から昭和19年まで
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に長崎県尋常師範学校,長崎県師範学校,長崎県女子師範学校,官立長崎師範学校に所蔵

された図書ではなく,後に長崎大学の教員らが研究のために収集した教科書などを相当数

含んでいるものと推察される｡ とはいえ,今回調査を行った旧長崎師範学校関係資料美術

科教育用図書は明治29年刊の 『毛筆画帖』や 『小学 毛筆画手本』など他大学の図書館

には所蔵が確認されない教科書も含んでおり,明治29年から第二次大戦終戦直前の昭和

19年までの美術科教育史を辿る手掛かりとして貴重な資料ということはできよう｡ 今回

調査を行った資料以外にも旧長崎県師範学校関係資料には美術科教育用図書が多数含まれ

ており,今後継続的な調査が必要であると思われる｡

注

注 1 近藤貞義は安政3年に福井県小浜に生まれる｡ 岸派,漠画を学んだ後,明治12年

大津師範学校画術専修科卒業｡宮城県尋常師範学校第二高等中学校,鹿児島の高等中学造

士館の図画教員を歴任｡明治28年に滋賀県尋常師範学校助教諭となる｡ 大津の淡海堂か

ら明治29年にこの毛筆画教科書 『毛筆画帖』を出した他,明治33年に 『毛筆習画帖』,
明治34年に 『小学毛筆画帖』を出版した｡金子一夫 『近代日本美術教育の研究』中央公

論美術出版 1992年 596頁｡

注2 臨画とは手本を見て絵を習うこと｡ また,その絵｡

注3 臨本とは図画の手本のこと｡ また臨写を目的とした手本｡

注4 荒木寛畝 (あらき･かんぼ,1831-1915)日本画家｡本姓田中｡通称光三郎｡江

戸に生まれ,東京で没｡荒木寛快に文兆派を学ぶ｡山内容堂に認められ,安政6年土佐藩

絵所預となる｡ 明治6年 (1873)ウィーン万国博覧会で受賞｡明治7年彰技堂,明治8年

天絵社に入門｡国沢新九郎や高橋由一に洋画を学ぶ｡明治14年には日本画と西洋画を教

える画塾読画堂を開いた｡明治26年から明治36年まで図画の嘱託講師として東京女子師

範に勤務｡明治31年東京美術学校教授,のち帝室技芸員となる｡ 洋風技法を加味し写実

的な花鳥画を措いた｡代表作は 《孔雀図≫(1890,宮内庁)｡『新潮 世界美術辞典』新潮
社 1985年 54頁｡金子一夫,前掲書750頁｡荒木寛畝は毛筆画教科書 『小学 毛筆画

手本』(金港堂,明治29年)と-『小学 毛筆画帖』(明治35年)を金港堂から出版した｡

『小学 毛筆画手本』については山形寛 『日本美術教育史』(黍明書房,1967年)117頁,

121頁,123頁,『小学 毛筆画帖』については山形寛,前掲書,129頁に記載あ り ｡

注4a 尋常小学校と高等小学校用の 『新編毛筆画手本』は上原書店から,高等小学校用

の 『新編毛筆画手本』は神戸書店からの発行との記録あり｡ 山形寛,前掲書,122頁｡

注5 岡田三郎助 (おかだ ･さぶろうすけ,1869-1939)洋画家｡佐賀市に生まれ,東

京で没｡はじめ曽山幸彦につき,のち黒田清輝の知遇を得て外光派を学んだ｡明治29年

(1896)東京美術学校助教授｡翌年渡仏してラフアユル ･コランに師事｡その級,温雅な

作風で官展に重きをなし,美術学校で多くの後進を育てた｡昭和 12年 (1937)文化勲章

を受ける｡ 代表作に 《某夫人の肖像》(1907年,東京,ブリジストン美術館)などがある｡

『新潮 世界美術辞典』新潮社 1985年 230頁｡
注6 岡山秀吉 (1865-1933)三重県生まれ｡東京工業学校にて手工科を修業｡千葉県

師範学校,秋田市工業徒弟学校等に奉職｡明治32年に東京高等師範学校に転じ,昭和4

年まで図画手工専修科教官を務めた｡上原六四郎とともに文部省 『小学校教師用 手工教
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科書』(大日本図書,明治37年)の編纂に携わる｡ 著書に 『小学校に於ける 手工教授の

理論及び実際』(明治41年),師範学校の手工教科書としては上原六四郎,安部七五三吉

との共著 『師範学校 手工教科書』明治42年がある｡ 山形寛,前掲書,394頁,407頁｡

安部七五三吉 (あべ ･しめきち)は明治7年大分県に生まれ｡明治34年東京高等師範

学校手工専修科卒業後,佐賀県師範に赴任｡明治38年から昭和 16年まで東京高等師範

学校助教授兼訓導となった｡主著に 『小学校手工作方数万の実際』(培風館,昭和3年),

『手工教育原論』(培風館,昭和 11年)がある｡ 安部七五三吉の手工教育説については,

山形寛,前掲書,608-621頁｡

伊藤信一郎 (1886-1960)名古屋市生まれ｡明治44年に東京高等師範学校図画手工専

修科を卒業｡長崎県師範学校,岐阜県師範学校教諭を経て,昭和4年から昭和 17年まで

東京高等師範学校に奉職後,東京工業学校長を務める｡ 主著に 『工業大意』,『手工教授
学』(成美堂書店,昭和 13年),『手工教育原義』,『手工教育精義』等がある｡伊藤信一郎
の手工教育説については山形寛,前掲書,621-632頁｡

注7 和田三遷 (わだ ･さんぞう,1883-1967)洋画家｡兵庫県に生まれ,東京で没｡

はじめ白馬会研究所で黒田清輝の指導を受け,明治37年(1904)東京美術学校を卒業｡翌

年白馬会展で白馬賞を受けた｡初期文展でたびたび受賞｡明治42年ヨーロッパに留学,

西洋画と工芸図案を学び,インド,東南アジアを経て大正4年 (1915)に帰国した｡文展

審査員,昭和2年 (1927)帝国美術院会貞となり,昭和7-19年東京美術学校教授とし

て工芸図案を担当した｡色彩研究においても多 くの業績を遺 した｡代表作は 《南風≫

(1907,東京国立近代美術館)｡『世界美術辞典』前掲書 1644頁｡
注8 臨写とは手本あるいは原本を見て書き写すこと｡

注9 説話教材としてクレヨンの扱い方,色名の説明の頁が挙げられている｡ 山形寛,前

掲書,535頁｡

注10 自在画とは定規 ･コンパスなどを用いず,手だけで措く画｡

注 11 用器画とは,定規 ･分度器 ･コンパスなどの器具を用いて,物体を点や線による

幾何学的図形で表現する技法｡土木 ･建築 ･機械などの設計に応用｡幾何画法｡

注 12 思想画の教材として日の丸の旗や軍艦などの絵が挙げられている｡ 山形寛,前掲

普,535-536頁｡
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付記

本稿は平成 18年度長崎大学大学高度化推進経費社会貢献 ･産学連携推進プログラム

｢地域に貢献する長崎学センターとしての 『デジタルアーカイブ』構築と生涯学習のため

のeラーニング素材の開発-旧長崎県師範学校関係資料公開のための日録化-｣による調
査報告の一部である｡


